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2011 年度上半期 貿易統計（速報）の概要 

【 輸 出 】 

 輸出総額は 32 兆 8,104 億円、前年同期比 3.8％

減となり、4 期ぶり減少。数量も 4.6％減と 4 期ぶり

減少。 

 東日本大震災以降、部品不足などで国内工場が

一時全面停止した自動車を中心に、7 月まで減少

したことが響いた。 

＜ 地 域 別 ＞    （増減率） 

 対 米国 ▲ 8.1 ％   4 期ぶり減少 

 対 ＥＵ ＋1.3 ％   3 期連続増加 

 対 アジア ▲ 3.2 ％   4 期ぶり減少 

 対 中国 ▲ 1.6 ％   4 期ぶり減少 

＜ 5 大輸出品目 ＞     （億円） （増減率） 

 自動車 34,780    ▲ 22.7 ％ 

 鉄鋼 19,161     ＋ 5.4 ％ 

 半導体等電子部品 17,909     ▲13.5 ％ 

 自動車の部分品 13,878     ▲07.2 ％ 

 船舶 11,509     ▲09.7 ％ 

 

【 輸 入 】 

 輸入総額は 34 兆 4,771 億円、前年同期比 12.1％

増となり、3 期連続増加。 

 原油入着価格は 114.3 ドル、前年同期の 78.9 ドル

から 44.9％高。 

＜ 地 域 別 ＞    （増減率） 

 対 米国 ＋00.1％   2 期ぶり増加 

 対 ＥＵ ＋10.7％   3 期連続増加 

 対 アジア ＋09.3％   3 期連続増加 

 対 中国 ＋06.6％   3 期連続増加 

＜ 5 大輸入品目 ＞     （億円） （増減率） 

 原油及び粗油 56,402      ＋17.8 ％ 

 ＬＮＧ 20,518      ＋17.1 ％ 

 衣類・同付属品 11,638     ＋10.9 ％ 

 石炭 11,540     ＋20.0 ％ 

 石油製品 10,456     ＋32.3 ％ 

 

【 収 支 】 

 輸出から輸入を差し引いた収支は、1 兆 6,666 億円

の赤字と 5 期ぶりの赤字（2008 年下半期、1 兆

5,274 億円の赤字以来）。 

 

【 足元の動向 】 

 9月の貿易は、輸出が2ヵ月連続で増加し5兆9,807

億円（前年同月比 2.4％増）、輸入が 21 ヵ月連続で

増加し 5 兆 6,803 億円（同 12.1％増）となった。その

結果、貿易収支は 3,004 億円となり、2 ヵ月ぶりに黒

字となった（8 月は 7,772 億円の赤字）。 

 9 月の輸出は、東日本大震災で大被害を受けた供

給面での制約が改善されるなか、自動車や自動車

の部分品が増加し、数量も 1.7％増と 8 月の 0.9％よ

り増加幅が拡大した。地域別に数量をみると、米国

向けが 0.5％減、EU 向けが 3.8％増、アジア向けが

2.3％減となっており、これまで牽引役となってきた

アジア向けの輸出が 3 月以降 7 ヵ月連続の減少と

伸び悩んでいる。 

 9 月の輸入は、4 月以降の原油価格が 110 ドルを超

える水準が続いているなか、9 月も 114.3 ドル（前年

同月比 44.9％高）となり、原油が 26.3％増、LNG が

49.8％増となった。火力発電用の需要増により、

LNG の数量の 2 ケタ増が 5 月以降続いているが、

輸入全体の数量は 0.9％増にとどまっている。 

 先行きについては、東日本大震災後の急速な回復

局面が終了しつつあるなか、足元では欧米経済の

みならず新興国経済にも陰りがみられ、輸出の回

復ペースは緩やかなものにとどまると思われる。一

方、輸入については、燃料費増加の影響などから、

鉱物性燃料の伸びが続くと思われる。引き続き今

後の動向を注視していきたい。 

（調査グループ 保田明子） 



２０１１年度上半期貿易統計の概要（財務省１０月２４日発表）

【地域別概要】 単位：億円、％（対前年同期比）

（数量） （価格） （数量） （価格）
２０１１年上半期 対世界 328,104 -3.8% -4.6% 0.9% 344,771 12.1% 2.1% 9.7% 672,875 3.7% -16,667 -

対米国 47,965 -8.1% -5.5% -2.7% 30,261 0.1% 5.2% -4.8% 78,226 -5.1% 17,704 -19.2%
対EU 38,262 1.3% -1.4% 2.8% 32,606 10.7% 6.9% 3.5% 70,868 5.4% 5,656 -32.1%
対アジア 186,109 -3.2% -4.2% 1.1% 153,334 9.3% 3.7% 5.4% 339,443 2.1% 32,775 -37.0%
対中国 64,517 -1.6% － － 73,020 6.6% － － 137,537 2.6% -8,503 189.4%

（備考）

　 金額 　 数量 （主要増加品目） （主要減少品目）

輸出 ４期ぶりの減少 ４期ぶりの減少 金属加工機械 － － 自動車 半導体等電子部品 船舶

輸入 ３期連続の増加 ４期連続の増加 原油及び粗油 ＬＮＧ 石油製品 － － －

輸出 ４期ぶりの減少 ４期ぶりの減少 建設用・鉱山用機械 金属加工機械 鉄鋼 自動車 自動車の部分品 半導体等電子部品

輸入 ２期ぶりの増加 ４期連続の増加 穀物類 石炭 重電機器 半導体等電子部品 航空機類 ＬＰＧ

輸出 ３期連続の増加 ３期ぶりの減少 金属加工機械 鉱物性燃料 船舶 自動車 電算機類の部分品 二輪自動車

輸入 ３期連続の増加 ４期連続の増加 自動車 医薬品 石油製品 原動機 科学光学機器 －

輸出 ４期ぶりの減少 ４期ぶりの減少 金属加工機械 鉱物性燃料 － 半導体等電子部品 自動車 自動車の部分品

輸入 ３期連続の増加 ３期連続の増加 石油製品 原油及び粗油 通信機 － － －

輸出 ４期ぶりの減少 － 金属加工機械 原動機 繊維機械 非鉄金属 自動車 自動車の部分品

輸入 ３期連続の増加 － 通信機 衣類・同付属品 電算機類 － － －

２０１１年上半期 円ドルレート： ８２．２円/ドル（前年９１．５円と比べ１０．２％の円高）・・・税関長公示レート 原油入着価格： １１４．３ドル/バレル（前年７８．９ドルと比べ４４．９％高）

【輸出上位品目】

金額 伸び率 金額 伸び率 金額 伸び率 金額 伸び率 金額 伸び率 金額 伸び率
２０１１年上半期 対世界 34,780 -22.7% 19,161 5.4% 17,909 -13.5% 13,878 -7.2% 11,509 -9.7% 11,469 -2.4%

対米国 9,716 -28.2% 1,132 34.8% 1,155 -17.0% 2,942 -7.6% － － 653 -8.9%

対EU 4,251 -16.9% 495 21.4% 1,402 -11.6% 1,962 8.1% 455 74.1% 830 6.5%

対アジア 6,011 -12.8% 14,962 4.1% 14,901 -13.4% 6,424 -11.1% 1,585 -11.2% 9,463 -3.1%

対中国 2,367 -18.8% 3,522 1.2% 4,942 2.6% 2,974 -13.5% － 全減 3,280 1.7%

対中東 3,588 -40.8% 732 -9.0% 17 -5.2% 427 -1.3% 2 -18.1% 124 27.9%

対ロシア 2,709 51.5% 141 16.8% 2 -43.6% 76 15.1% 2 -47.8% 15 -34.8%

【輸入上位品目】

金額 伸び率 金額 伸び率 金額 伸び率 金額 伸び率 金額 伸び率 金額 伸び率
２０１１年上半期 対世界 56,402 17.8% 20,518 17.1% 11,638 10.9% 11,540 20.0% 10,456 32.3% 9,786 19.4%

対米国 － 全減 86 -46.3% 71 -2.3% 657 183.8% 367 36.2% 484 -3.0%

対EU － － － － 500 7.9% 0 全増 265 133.4% 561 -5.3%

対アジア 3,087 83.2% 9,343 14.7% 10,943 11.3% 2,428 23.9% 5,628 40.1% 2,902 42.9%

対中国 － 全減 － － 9,264 8.7% 472 35.9% 268 -17.3% 1,112 30.9%

対中東 49,168 15.6% 4,906 14.2% 2 62.8% － － 3,039 16.2% 232 27.0%

対ロシア 2,597 7.4% 1,592 40.3% 0 -55.4% 651 39.0% 555 33.9% 781 -0.7%

収支総額

対世界

対米国

伸び率

輸入

④自動車の部分品

対ＥＵ

対アジア

伸び率

輸出

③衣類・同付属品

⑥プラスチック

対中国

①自動車 ②鉄鋼

①原油及び粗油 ⑤石油製品

③半導体等電子部品

④石炭

⑤船舶

⑥非鉄金属

金額 金額 金額 金額伸び率 伸び率

②ＬＮＧ
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